
 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校 
設置者名 学校法人 大原学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務専門課程 

経理ビジネス学科 
夜 ・

通信 
540時間 160時間  

情報ビジネス学科 
夜 ・

通信 
1,230時間 160時間  

医療事務学科 
夜 ・

通信 
450時間 160時間  

会計専攻学科 
夜 ・

通信 
120時間 80時間  

文化・教養専門課

程 

公務員学科 2年制 
夜 ・

通信 
170時間 160時間 ※ 

公務員学科 1年制 
夜 ・

通信 
170時間 80時間 ※ 

スポーツ学科 
夜 ・

通信 
750時間 160時間  

教育・社会福祉専

門課程 

こども保育学科 
夜 ・

通信 
1,815時間 160時間  

保育専攻学科 
夜 ・

通信 
120時間 80時間  

介護福祉学科 
夜 ・

通信 
2,104時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰにて公開している。 

掲載ＵＲＬ：https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

 

 

 



３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名：公務員学科（2年制）、公務員学科（1年制） 

（困難である理由） 
当該学科は公務員を目指す学校であり、入学生のほぼ全員が官公庁への就職を希望し

ている。公務員として採用されるためには、一般知識・一般知能等の教養科目及び法律系

や経済系の専門科目の知識を身に着けることが不可欠であり、当校では公務員試験に向

けてこれらの知識の習得に多くの時間を割り振っている。当該学科における「実務経験の

ある教員」としては公務員が想定されるが、上記の科目知識習得のための授業の教員とし

ては、配置が困難である。 

また、公務員の実務には守秘性が高いものが多く、さらに警察官や消防官などの公安職

には危険度の高い専門的な業務などもあり、これらの公務員の実務を学ぶことは困難で

ある。 

以上の学科分野の特性等により実務経験のある教員等による授業科目を設置すること

は困難である。 

しかしながら、官庁企業研究や各種実習・演習・研究科目において、関連企業や公共団体 

と連携し実践教育にも力を入れている。 
 

  



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校 
設置者名 学校法人 大原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰにて公開している。 

URL: https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
司法書士事務所  

所長 

2019.4.1～  

2023.3.31 

法人運営における

法務的な検証、管理 

非常勤 

Web デザイン・システム

開発・印刷関連企業 代

表 

2019.4.1～  

2023.3.31 

学生募集、教材開発

への助言 

（備考） 

 

  

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf


様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校 

設置者名 学校法人 大原学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（１）作成について  

授業計画（シラバス）は毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容につ

いて検討を行い、学科・コースの担当教員が作成を行っている。なお、検討にあた

っては、専門分野に関する企業、団体等との連携により設置している教育課程編成

委員会の提言を参考にしながら各授業科目の内容に反映させている。  

授業計画（シラバス）の作成、記載項目は学校全体で定めたガイドラインに沿って

行っている。  

（２）作成・公表の時期について  

年間計画に基づき、教育課程編成委員会での意見収集、反映させた上で、前年度

中に作成を行い、新年度開始前までに HPを通じて公表している。 

授業計画書の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰにて公開している。  

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 学則に規定する履修、学業成績、進級および卒業要件に基づき各学生の学習成果

に対して厳格な評価を実施している。なお、学生に対しては学生便覧を用いて周知

を図っている。 

【学則より抜粋】 

（試  験） 

第１７条  学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試

験や授業内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校にお

いて必要と認めた場合に限り、追試験または再試験を行うことがある。追試

験は事故等やむを得ない理由により試験等を受験しなかった者に対し行う。

再試験は試験等受験の結果、不合格となった者に対して実施する。 

（学業成績） 

第１８条  学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、次

の通りとする。 

秀は９０点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、 

不可は６０点未満とする。 

   ２．授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、

別に定める基準により GP（Grade-Point）を与える。 

（単位の称号） 

第１９条 授業科目を履修し、各科目の成績を判定の上、秀、優、良、可を取得した

学生には所定の単位を与える。 



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学業の達成度を客観的に評価するための指標として 100点方式（満点を 100点とし

て換算する）を採用し、下記の通り成績評価を行っている。 

（１）成績評価 

各授業科目の成績を点数評価（100 点満点で評価）し、ＧＰＡ（Grade Point 

Average）を用いて成績分布を把握している。 

（２）試験 

授業科目ごとに行う定期試験によりこれを定める。ただし、授業科目によって

はその他の方法で査定することができる。 

その他の方法には実習成果、履修状況などの評価が含まれる。また、本校にお

いて必要と認めたときに限り、追試験及び再試験を行う。 

（３）学業成績 

学業成績の判定は、成績評価をもとに判定する。 

秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０点以上、優は８０点

以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満以下とし、秀、優、

良、可を合格、不可を不合格とする。また、授業科目の成績はそれぞれの評価に

対して、下表に定める基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

上記の客観的な成績評価指標については HP で公開するほか、学生便覧にも記載し

て周知を図っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰにて公開している。 

掲載ＵＲＬ：https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校は、「簿記会計、税務会計、情報処理、医療事務の商業実務分野、公務員、スポ

ーツ関連の文化・教養分野、福祉・保育人材育成の教育・社会福祉分野の専門教育を

施し、人格の陶冶を行い、もって有為な産業人を育成することを目的とする。 

それぞれの分野における専門的な知識、技能を養成するとともに、社会人として

求められる基礎力、思考、言動についてもバランスよく身につけた人材を育成する

こと、また、社会全体、各産業界における課題を見つけ出し、自らもその一員とし

ての自覚を持ち貢献できる人材を育成することを目的として教育カリキュラムを編

成し指導にあたる。 

 上記に基づき、ディプロマポリシーとして、卒業時点で身に着けている能力を以

下の通りに定め、HPにて公開している。 

（１）社会で守るべき倫理や責任を理解している 

（２）各学科の教育課程に示す専門的な知識、技能を身につけている 

（３）教育課程に示す知識、技能を身につけるために自ら学ぶ姿勢を身につけてい

る 

（４）他者と協力し物事を成し遂げる姿勢と、そのために必要な表現力を身につけ

ている 

【卒業の認定】 

当校の各課程において下記に定める授業時間数以上を履修し、かつその該当する
授業科目について各学年末における試験に合格して卒業資格を得た者には、卒業証
書を授与する。 
（１）商業実務専門課程 経理ビジネス学科    １，７００時間（６２単位） 
（２）商業実務専門課程 情報ビジネス学科    １，７００時間（６２単位） 
（３）商業実務課程専門 医療事務学科      １，７００時間（６２単位） 
（４）商業実務専門課程 会計専攻学科        ８５０時間（３１単位） 
（５）文化・教養専門課程 公務員学科（２年制） １，７００時間（６２単位） 
（６）文化・教養専門課程 公務員学科（１年制）      ８５０時間（３１単位） 
（７）文化・教養専門課程スポーツ学科          １，７００時間（６２単位） 
（８）教育・社会福祉専門課程 こども保育学科    １，７１０時間（７２単位） 
（９）教育・社会福祉専門課程 保育専攻学科     ８５０時間（３１単位） 
（10）教育・社会福祉専門課程 介護福祉学科      ２，０７４時間（６８単位） 

【専門士の称号の授与】 
当校の各課程修了した者で、下記学科を修了した者には、次のとおり称号を授与

する。 
（１）商業実務専門課程経理ビジネス学科は、専門士（商業実務専門課程）の称号

を授与する。 
（２）商業実務専門課程情報ビジネス学科は、専門士（商業実務専門課程）の称号

を授与する。 
（３）商業実務専門課程医療事務学科は、専門士（商業実務専門課程）の称号を授

与する。 
（４）文化・教養専門課程公務員学科（２年制）は、専門士（文化・教養専門課程）

の称号を授与する。 
（５）文化・教養専門課程スポーツ学科は、専門士（文化・教養専門課程）の称号

を授与する。 
（６）教育・社会福祉専門課程こども保育学科は、専門士（教育・社会福祉専門課

程）の称号を授与する。 
（７）教育・社会福祉専門課程介護福祉学科は、専門士（教育・社会福祉専門課程）

の称号を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰにて公開している。 

掲載ＵＲＬ：https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校 

設置者名 学校法人 大原学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

ホームページで公表 

https://www.o-

hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-

overview.pdf 
収支計算書又は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 

監事による監査報告（書） 同上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf
https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf
https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf


２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
経理ビジネス学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,700 

単位時間／単位 

4,880 

単位時間

/単位 

1,260 

単位時間

/単位 

660 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,640 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

152人 143人 2人 ９人の内数 ０人 ９人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 85人 

（100％） 

5人 

（ 5.9％） 

76人 

（ 89.4％） 

4人 

（ 4.7％） 

（主な就職、業界等） 

保土谷化学工業㈱、日本化成㈱、泉州電業㈱、㈱ロッテ、㈱ハピネット、 

㈱アクティオ、㈱京王アカウンティング、㈱ヤマダホールディングス、 

㈱ケーズホールディングス、ビッグモーターグループ、㈱ネクステージ  など 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定、リテールマーケティング、秘書、MOS、電卓、漢字 等 



（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  160人 9人  5.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談、

転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
情報ビジネス学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,700 

単位時間／単位 

420 

単位時間

/単位 

750 

単位時間

/単位 

1,290 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,640 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

74人 53人 1人 9人の内数 0 人 9人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

12人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

㈱セラク、㈱共栄システムズ、共同コンピュータ㈱、 

㈱ビーネックステクノロジーズ、三栄工業㈱東京営業所、 

㈱エヌ・ケイ情報エンジニアリング、ビップシステムズ㈱、㈱Ｆ．Ａ．Ｓ、 

㈱愛ノ宮、㈱エデュース  など 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング   など 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験、日商簿記検定、MOS、漢字 等 

 

（備考）（任意記載事項） 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  38人 

 

0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談、

転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
医療事務学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,700 

単位時間／単位 

1,830 

単位時間

/単位 

1,020 

単位時間

/単位 

480 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

3,330 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

76人 98人 0人 9人の内数 0 人 9人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 52人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

51人 

（98.1％） 

1人 

（1.9％） 

（主な就職、業界等） 

 （学）埼玉医科大学、（学）慈恵大学、（学）東海大学、東京西徳洲会病院、 

日本赤十字社医療センター、慶應義塾大学病院、戸田中央メディカルケアグループ、 

社会医療法人社団 健生会、八王子山王病院、青梅市立総合病院、 

多摩丘陵病院、東大和病院、清智会記念病院、あきる台病院   他 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

医療請求事務検定 1級、医療秘書実務検定 2級、日商簿記 3級、初任者研修、 

ＭＯＳ等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 101人 4人  4.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 

会計専攻学科 

（1年制） 
－ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 昼間 850 

単位時間／単位 

1,500 

単位時間

/単位 

540 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

2,040 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

36人 0人 0人 9人の内数 人 9人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

税理士試験科目合格（簿記論、財務諸表論、消費税法、法人税法）等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
公務員学科（2年制） ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,700 

単位時間／単位 

1,416 

単位時間

/単位 

1,808 

単位時間

/単位 

600 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

3,824 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

312人 318人 0人 12人の内数 0 人 12人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 184人 

（100％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

（主な就職、業界等） 

  各種国家公務員、地方自治団体など 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

一般教養力検定 2 級、一般教養力検定 1級、漢字、電卓 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  380人 16人  4.2％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
公務員学科（1年制） － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼間 850 

単位時間／単位 

383 

単位時間

/単位 

1,104 

単位時間

/単位 

150 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

1,637 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

78人 74人 0人 12人の内数 0 人 12人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 41人 

（100％） 

3人 

（ 7.3％） 

35人 

（85.4％） 

3人 

（7.3％） 

（主な就職、業界等） 

  各種国家公務員、各地方自治体など 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

漢字 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  52人 5人  9.6％ 

（中途退学の主な理由） 

公務員試験合格、学習意欲の減退、進路変更、 

経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談、

転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
スポーツ学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,700 

単位時間／単位 

2,070 

単位時間

/単位 

690 

単位時間

/単位 

810 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

3,570 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

74人 21人 0人 12人の内数 0 人 12人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 21人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

21人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

 ㈱あさひ、㈱ヤマダホールディングス、㈱サカイ引越センター 東日本本部、 

 パシフィックゴルフマネージメント㈱、日栄インテック㈱、㈱フタバスポーツ、 

 ㈱ＭＤビジネスパートナー、㈱関東  他 

  

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ担当

による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

販売士検定、スクーバダイビングライセンス、MOS、電卓、漢字 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 



 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33人 1人  3.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談、

転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・ 

社会福祉 

教育社会福祉

専門課程 
こども保育学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,710 

単位時間／単位 

750 

単位時間

/単位 

1,470 

単位時間

/単位 

240 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

30 

単位時間

/単位 

2,490 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 134人 0人 8人の内数 0 人 8人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 61人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

61人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界） 

（学）山崎学園 認定こども園小山白ゆり幼稚園、（学）白山学園 小鮎幼稚園、

（学）田中学園日野 ひかり幼稚園、（学）遠藤学園 多摩みどり幼稚園、 

こどもの森グループ、（学）そだちの園 坂の上幼稚園  など 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、就職ゼミ 

担当による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 保育士、おもちゃインストラクター、レクリエーションインストラクター 等 

（備考）（任意記載事項） 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  128人 6人  4.7％ 

（中途退学の主な理由） 

  経済的問題（学費の工面が厳しくなったため）による進路変更、病気治療、 

学業不振、学校生活への不適合 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた 

三者面談、転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・ 

社会福祉 

教育社会福祉 

専門課程 
保育専攻学科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼間 850 

単位時間／単位 

300 

単位時間

/単位 

690 

単位時間

/単位 

80 

単位時間

/単位 

120 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

1,110 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

38人 0人 0人 8人の内数 0 人 8人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、校内での就職セミナー・ガイダンスの実施、 

就職ゼミ担当による求人紹介・個別就職指導・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 幼稚園教諭 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 経済的問題（学費の工面が厳しくなったため）による進路変更、病気治療、 

学業不振、学校生活への不適合 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面

談 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・ 

社会福祉 

教育社会福祉 

専門課程 
介護福祉学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 2,074 

単位時間／単位 

1,188 

単位時間

/単位 

850 

単位時間

/単位 

456 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

2,494 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 44人 0人 3人 0 人 3人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等の対応、保護者への連絡および通知 等 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

14人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

  社会福祉法人徳心会，社会福祉法人はばたきはばたきの郷八王子自立ホーム， 

  セントケア東京㈱，社会福祉法人相模福祉村たんぽぽの家  等 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、就職ゼミ担当による求人紹介・個別就職指導 

・面接トレーニング  等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 3人  8.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の減退、進路変更、経済的問題（学費の工面が厳しくなったため） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学科責任者による定期面談、保護者への定期連絡、保護者を含めた三者面談、

転科の実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

経理ビジネス 

学科 
200,000円 680,000円 400,000円  

情報ビジネス 

学科 
200,000円 680,000円 480,000円  

医療事務学科 

 
200,000円 680,000円 290,000円  

会計専攻学科 

（1年制） 
200,000円 680,000円 340,000円  

公務員学科 

（2年制） 
200,000円 680,000円 340,000円  

公務員学科 

（1年制） 
200,000円 680,000円 340,000円  

スポーツ学科 

 
200,000円 680,000円 500,000円  

こども保育学科

（2年制） 
200,000円 680,000円 240,000円  

保育専攻学科 

（1年制） 
200,000円 680,000円 240,000円 

 

介護福祉学科 

（2年制） 
200,000円 680,000円 380,000円 

 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP上に公開 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

当学園の教育理念は、学生に対して資格取得教育、実務教育を施し、人格の陶冶を行

いもって有為な産業人を育成することである。この教育理念に基づき実践的な教育が

実現出来ているか、また、その教育を実現するために必要な環境が整っているかにつ

いて、学校関係者評価委員を設置して下記に示す評価項目から評価する。課題の残る

評価結果については、課長職以上の管理職より改善計画を策定し、次年度以降の学校

運営に反映させ改善を図る。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

一般社団法人 IT 産業懇話会 講師部

会副部会長 
2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 

小山均税理士事務所 所長 2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 



日本エルダリーケアサービス なごみ 

在宅介護サービス日野 センター長 

2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 

行政書士山本直哉事務所 所長 
2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 

医療法人社団桐光会調布病院 医事課

課長 

2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 

社会福祉法人 至誠学舎立川 諏訪の

森保育園 園長 

2021.4.1～ 

2023.3.31 

専門分野における業界 

関係者 

立川市商店街連合会 副理事長 
2021.4.1～ 

2023.3.31 
地域住民 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP上に公開 

https://www.o-hara.ac.jp/about/jissen/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

大原学園グループ  

掲載 URL https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

  



（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 学校法人 大原学園 

設置者名 大原簿記公務員医療福祉保育専門学校立川校 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
125人 117人 125人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 79人 67人  

第Ⅱ区分 31人 39人  

第Ⅲ区分 15人 11人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  －人 

合計（年間）   126人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 ０人 

 

 

 



（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 ０人 ０人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 ０人 ０人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 ０人 ０人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 ０人 ０人 

計 人 ０人 ０人 

（備考） 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 ０人 後半期 ０人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

退学 ０人 

３月以上の停学 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 



３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 ０人 

訓告 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 0人 0人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 31人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 0人 0人 

計 人 0人 31人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 
 


